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第２回 不登校に関する調査研究協力者会議

鳥取県教育委員会

令和３年１１月２５日（木）

ご報告
内容

〇本県の不登校の状況

〇鳥取県の弱み・困り感からの取組

〇今感じている不登校支援での課題

不登校支援を進めていく上で

〇本県の不登校支援施策の全体像
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小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 特別支援学校

学校数 １１８校 ５６校 ４校 ３２校 ９校

児童生徒数 28238人 14526人 801人 14525人 762人

教員数 2415人 1403人 106人 1379人 659人

鳥取県の市町村数 １９市町村

公立小・中学校等の教員定数の標準に占める正規教員の割合（令和２年度）

１１０．７％

鳥取県

不登校支援における

鳥取県の現状

★交通手段が限られている（自家用車移動）

★専門家、支援者が十分にいない

★選択肢（支援場所）が少ない

★学校数、児童生徒数が少ない（不登校者数）

★市町村との連携が行いやすい（19市町村）
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鳥取県不登校生徒数
478人

481人
502人

554人 555人

【案】令和４年度 小学校高学年における教科担任制の推進
小中学校課

平成２８・２９年度及び令和３年度「小学校高学年における教科担任制事業」の成果を踏まえ、

①学習指導の充実 ②生徒指導の充実等 ③働き方改革の推進 ④中学校への円滑な接続 を視点に、鳥取県に

おける「令和４年度小学校高学年における教科担任制」を県内の各小・義務教育学校（前期課程）で推進していく。

教科担任制推進の目的

◇専科教員の教科授業
専科加配及び級外教員による教科担任制の推進
（外国語、理科、算数及び体育等）

鳥取県における教科担任制の考え方

＜①学習指導の充実＞※学力向上に向けて

〇教材研究が充実し、質の高い授業が提供できる

〇同じ教材での複数回授業により指導が充実する

〇専門的な知識や指導法を意識するようになる

〇授業時間を意識し、焦点化された授業になる

〇学習規律が学年で統一できる

＜②生徒指導の充実等＞

〇学校全体で児童を見守っていく意識が高まる

〇学年主任を中心に担任同士の会話が活発になる

＜③働き方改革の推進＞

〇教材研究、準備の時間が短縮できる

○空き時間が増えることで、学級事務が効率よくできる

＜④中学校への円滑な接続＞

○児童が中学校での学習・生活に順応しやすい

（平成２８・２９年度推進校、令和３年度推進校の報告より）

期待される効果

※学校規模に応じて教科担任制の指導形態を工夫する

◇学級担任間の交換授業
担任同士による教科担任制の推進

（国語と算数、社会と理科等を中心に）

〇いろいろ先生と話ができ、相談もできるようになった

〇専門の先生に教えてもらい、授業が楽しく、おもしろくなった

〇先生が代わると気持ちの切り替えができる

（平成２８・２９年度推進校、令和３年度推進校の報告より）

児童の感想

・教務主任が時間割を組むのが大変
・校内研究会の工夫が必要

【推進のための取組】
〇教科担任制に係る連絡協議
会の実施

〇効果的な取組の情報発信

課題

事例① 国 書 社 算 理 音 ・・・
・

６年１組 担任A A A A B・F A G ・・・・

６年２組 担任B A A B B・F B G ・・・・

事例② 国 書 社 算 理 音
・・・
・

５年１組 担任A B B A C G H ・・・・

５年２組 担任B B B A C G H ・・・・

５年３組 担任C B B A C G H ・・・・

【学級担任間の交換授業の例】
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平成３０年度 令和元年度 令和２年度

不登校児童数の変化（小学校）

平成３０年度

令和元年度

令和２年度

R2 コロナ感染
状況 3/29～

第２波

R2 コロナ感染
状況 ７月に急増

第３波

R１ コロナ初感染

鳥取県の不登校支援施策の全体像

児童生徒理解 校内組織体制づくり

未
然
防
止

初
期
対
応

「あしたも、笑顔で」
（不登校支援ガイドブック）

【旧】人間力・組織力による不登校改善事業（H30-R1）→ 【新】安心した学校づくりコラボ事業（R4～）

「教育相談体制充実の手引き」
「ケース会議マニュアル」
「虐待対応マニュアル」「いじめ対応マニュアル」

学校生活適応支援員配置

スクールカウンセラー配置

子どもの不安解消
プロジェクト事業 ケース会議の積極的な実施

自
立
支
援

校内サポート教室事業（県内中学校５校 校内サポート教員配置）

ICTを活用した自宅学習支援事業（東中西部３か所 自宅学習支援員配置）

保護者支援
教育支援センターとフリースクールとの連携事業

保護者向け不登校相談窓口の設置

スクールソーシャルワーカー配置

不登校親の会の県不登校連絡協議会参加
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・教室
小〇人 中〇人
・保健室等を利用

＜登校ではないが変容＞
小〇人 中〇人

＜登校の兆しなし＞
小〇人 中〇人

※１０日以下の出席
小〇人 中〇人
※全欠 小〇人 中〇人

病気 小〇人 中〇人

軽

い

重

い

市町村（小・中学生） 県（高校生）

小・中学校
県立高等学校
・全日制
・定時制
・通信制

私立・民間高校

教育支援
センター

ハートフル
スペース

自 宅 （ICT自宅学習）

（サドベリースクール等）

病院

経済的理由 小０人 中０人

その他（保護者の考え等）小〇人中〇人

不

登

校

＜継続・断続的な登校＞

＜登校へのチャレンジ＞
→たまに出席（行事等）
・教室 小〇人 中〇人
・相談室、保健室等

小〇人 中〇人

夜間中学

小〇人
中〇人

フリースクール 小〇人 中〇人

その他の機関

不登校の状況・支援体制 平成３０年３月末時点 いじめ・不登校独自調査

相談

家庭外 小〇人 中〇人

長

期

欠

席

校内サポート
教室（中）

欠
席
日
数
（少
）

欠
席
日
数
（多
）

学校に登校できる

鳥取県の不登校児童生徒の学びの保障・居場所づくり

学校外の登校ができる

鳥取県夜間中学
（令和６年４月開校予定）

鳥取県教育支援センター
ハートフルスペース
（東部・中部・西部）

相談室・保健室
（教室復帰に向けて）

校内サポート教室
（教室復帰目的にしない）

フリースクール 教育支援センター
（市町村）

ICTによる
自宅学習

家から出るのが難しい

卒業後

公的機関・施設での
支援が基本
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H30 不登校の要因・背景把握シートによる調査結果【小学校・全児童】（複数回答可）

データなし

●SCの配置 →有資格者が不足

●SSWの配置 →有資格者が不足 「SSW育成研修の実施」

●病院、小児科医の数 →診察２か月待ち 「専門医相談」

不登校支援 様々な子どもたちの状況
より専門的なアセスメントに基づく支援が必要！

専門家等、人的資源の不足

「臨床心理士会との連携」

学校内での組織体制づくり・教師の専門性が重要

maho-o
テキスト ボックス
１１

maho-o
テキスト ボックス
１２



2021/11/24

7

令和3年度 専門医による教育相談会

「教育相談体制充実のための手引き」
～不登校、いじめ等の未然防止、早期発見及び早期支援に重点を置いた

チームとしての組織体制づくり～

１ 教育相談体制充実のポイント

２ スクリーニング会議を活用した未然防止、
早期発見及び早期支援

３ ケース会議を活用した支援の流れ

４ スクールカウンセラーの職務内容

５ スクールソーシャルワーカーの職務内容

６ 教育委員会における支援
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アセスメントとプランニングに基づく子ども支援

「ケース会議マニュアル」
〇ケース会議の基礎

〇ケース会議によるアセスメントとプランニングの実際

〇ケース会議の進め方

〇アセスメントとプランニングを行うにあたっての理解

〇不登校支援のためのアセスメントとプランニング

〇いじめ問題への対応におけるアセスメントとプランニング

〇暴力行為への対応におけるアセスメントとプランニング

〇児童虐待への対応におけるアセスメントとプランニング

人間力・組織力による不登校改善事業（Ｈ30～Ｒ1）

Ｓ小学校の取組の概要

教育相談コーディネーターの配置
（担任外・養護教諭との2人体制）

スクリーニング会議
ケース会議

井戸端ケース会議

ＳＣ，ＳＳＷの
積極的支援

管理職の覚悟

児童の活躍の場
の意図的設定

教職員の子どもへの接し方
認めてほめる

（子ども目線の重視）

アセスメントと明確なプランニング

素早い
明確な指示

関係機関との連携
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今、感じている不登校支援の難しさ

★児童生徒理解（アセスメント力の不足）

★校内組織体制づくり

●ケース会議の実施回数（県内小中学校）

年度 H29 H30 R1 R2

ケース会議の回数 １６１７回 ２１９０回 ２３２８回 ２３５８回

R2の状況 小学校 中学校

教育相談コーディネーター ９９．２％ ９８．２％

スクリーニング会議の実施回数 ７１．９％ ８０．４％

「クリアファイル」 ～全小学生・中学生に配布

ご清聴
ありがとう
ございました。

裏面に
相談窓口の案内
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